






事業所自己評価・ ミーティング様式 阿川令和2年6月 16日山o 1 

|2 川たいjの実現(自己実現の粗)
・前回の改善計画に対する取組み状況

山一 7名

個人チェック集計欄

前回の課題について取り組めましたか?

合計(総人数)

11人

前回の改善計画

ご利用者 1人に対し一つでも希望 ・要望を叶えるような取り組みを行う。(入浴時や送迎時など一人の時間

などをみつけ、を担当が中心にその方の願し1を確認していく。 |司時に他のスタッフにもその方の希望や願い

などの思いを聞いていないのかを確認する。記載し易い様式を作成し、それに基づいて意見を徴収し、具体

的な取り組みや企画を立てる)

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
簡単な様式、具体的な取り組み企画の立案はできていなかった。文、記録にもあまり残されていなかった。

個別にて話をすることがあったが、全体で話し合う機会はなく、話し合う場を設けることもできなかった。

又、 職員聞の中でも実現への取り組みに対する意識が異なる。]職員聞で自己実現に関しての定義や意義に関

して共通理解や認識を持つ機会を作ることが大事であると感じた。

。今回の自己評価の状況

確認、のためのチェック項同
ょく なん止か あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

「本人の目標(ゴール)Jがわかっています

① 治、? 2 7 3 12 

② いますか? 9 2 12 

③ 日々のかかわりができていますか? 2 8 2 12 

実践した(かかわった)内谷をミーティン

@ グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ 1 8 3 12 

ていますか?

できている点 1200宇程度で、できていることと、その理由を記入すること

・コミュニケーションを多く取ることでなんとなくだが、要望・希望が聞けていると思う。又、 内容につい

てはケースに記載している。

. 
でいる。

・一部の方の r"，したしリは聞けている。
-入浴時や送迎時などの何気ない会話の中で要望をお聞きした際は他のスタッフに伝え、すぐに対応できる

こともあり、しばらくして後ほどできたこともあった(投票や買い物)

でき三どいない点 1200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・希望や要望がはっきりとしていない方が多いため、 個々の希望の把握 ・理解には繋がっていない0

・やはり実践には至っていなし、。特に個別対応となることは、殆ど出来ていない0
.全体的な行事や日々の活動以外の個別の取り組みがあまりできていない。

-こ一利用者様に何をしたいのか、 U標などを伺うが、返答が暖昧で分からないと答えるととが多い。そのた
め計画が立てづらく、要望が明確でも身体的 ・体力的に難しい時がある。

• r '"したしリを伺っても1丹動に至っていない。又、全体で話し合いや共有できていない。
-ご家族様や地域も含めた本人中心のチームとしての具体的な動きが確立できていないこともある0

・それぞれの要望を聞き出せても、スタッフ閑の情報共有ができていない。



次回までの具体的な改善計画 I (200宇以内)
-職員聞の意識改革のため、自己実現の大切さや自己実現とは何かに関しては話し合いの場や勉強会を設け

る。



事業所自己評価・ ミーティング様式 両司令和2年6月 16日批 00 ~ 15: 

3. 日常生活の支援 竺| 7名

。前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェッタ集計欄 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

11人

前回の改善計画

アセスメン ト表と介護計画害の回覧の徹底を行う。又、アセスメント表や介護計画書が日頃から目を通しゃ

すいようにケース記録に綴っている位置を変更する。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
アセスメント表や介護計問書の匝!覧がまったくできていない。又、介護計画書の綴る位置が変更になったこ

とを知らない職員もいた。

-今回の自己評価の状祝

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

本人の自宅での生活環境を瑳解するために

① 「以前の暮ら し方jが10個以上把握できて 1 8 3 12 

いますか?

本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

② 等の基礎的な介護ができていますかワ 12 12 

ミーァィングにおいて、本人の声にならな

③ い戸をチームで言・語化できていますか? 2 9 11 

本人の気持ちゃ体制の変化に気づいたと

④ き、その都度共有していますか? 9 2 12 

共有された本人の気持ちゃ体鯛の変化に即

⑤ 時的に支援できていますか? 6 5 12 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

・言語等に留意し、 それが以前の生活や本人の性格によるものかをアセスメントシート等を用いてアプロー

チの仕方を考慮している。又、 細かな点については他のスタッフに訊ねている。

・ケース記録や申し送り以外にもモニタリングを回覧するようにして情報の共有を図り、日々の生活の把握

に努め、支援につなげている。

-状況の変化があった時には申し送りやケースで把握し、対応をしているの

・ご本人様が出来ることは戸がけや促しで行えるように行動している。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

.介護計画書の回覧ができていない。

-⑤に関しては即時的な支援ができないことがある。(特に気持ちの面で)

.アセスメント表と介護計画書の回覧の徹底ができていない。

-最初は回覧を行っていたが、途中から行わなくなった。

・アセスメン ト表の活用ができていない。

-以前の暮らしの情報が十分把握できていない。

-ケース記録は確認しているが、介護計画書までなかなかチェックができていない0
.アセスメント表や介護計画書に日頃からゆっくり目を通せていない。

次固までの具体的な改善計画 (200字以内)

-アセスメント表と介護計画書の回覧の徹底を行う。又、アセスメント表や介護計画書が日頃から目を通し

やすいようにケース記録に綴っている位世を変更する。(前回の継続)



事業所自己評価・ ミーティング様式 両司令和2年6月23日(火)11: 00"-'15 : 00 
4.地域での暮らしの支援

・前Iwlの改善計画に対する取組み状祝

個人チェック集計欄

前回の課題について取り組めましたかワ

前回の改善計画

|炉 I 8名

合計(総人数)

11人

エコマップ作成の継続。(対象者も昨年度と同様)スタッフ全体での情報共有や情報交換を行われていなか

ったため、スタッフが集まり易い時間帯に話し合いの場を設ける。又、ご本人を交えての話し合いの場を殻

ける。(エコマップ。の趣旨を十分に説明し、 ご本人の地域作り に繋がるように丁寧・分かり易い説明を行う。

X、ご本人を交えて話し合いを行う前に家族や近隣友人などから事前情報を収集し、ご本人がこの話し合い
を主体的に感じていただけるよ う取り組む。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
まったくエコマップに関しての話し合う機会を設けることができなかった。

4砂今回の自己評価の状況

除認のためのチェック項円
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

本人のこれまでの生活スタイル ・人間関係

① 等を理解していますか? 4 7 11 

本人と、 家族 ・介護者や地域との関係が切

② れないように支援していますか? 4 6 2 12 

事業所が直接接していない時間に、本人が

③ どのように過ごしているか把握しています 4 8 12 
方、?

本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

④ の資源等を担握していますか? 10 2 12 

できている点 1200字程度で、 できていることと、その理由を記入すること
・通常でのコミュニケーショ ンを多くとり、 |害好や過去そして現在の暮らしの話を聞いている。

・ご本人様の話す内容から生前状況や地域とのかかわりはある程度把握できており、 ご自身で地域のつなが

りを保ちながら生活している。

・ご家族様との関係が途切れないよう、配慮した支援を行っている。

・ご本人様から通っていない時の家での日'11・夜等の様子などを伺っている。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・毎日通いの方が多く、本人と地域との関係が薄れている。

・地域での生活が全くできていない方がいる。

・エコマップが全く進んでいない。

-ご本人を交えてのエコマップの作成ができていない。

・本人から知り得た情報をケース記録にうまく記入できていない。

.エコマップの活用方法がわからない。

次固までの具体的な改善計画 (200字以内)

前回の改善計画を継続。エコマップ作成の機会を通してその方の地j或での暮らしを知り、地域での暮らしを

行う上で何が必要なのかを当事者のご本人を交えて話し合いの機会を設ける。又、年3回の開催を目標に事

前にご本人にもエコマップの円的や趣旨を伝え、ご本人の望む地域での暮らしのお手伝いを見つけていく。



事業所白己評価・ミーティング様式 両司令和2年 6月23日(火)日 :0刊 O 

5.多機能性ある柔軟な支援 | メンハー I 8名

・前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄
なんとか

できている
合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

3人 11人

前回の改善計画

地域の町a内行事にも積極的に参加できるよう支援していく。(ご家族への働きかけだけでなく、ご家族が対

応できない場合にはこちらのスタップで対応を行っていく)文、カンファレンス時においても施設での支援

内容の話し合いだけでなく、地域の社会資源、などの活用も視野に入れた議論を行っていく。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
途切れていた町内の敬老会への参加など、ご家族に提案するも望まれずに具体的な行動や対応に至っていな

い。ご家族への積極的な提案等ができない理出としては個別の課題や対応に関して職員間で十分に情報共有

を図れていないことも原因のひとつと思われる。

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

自分たち事業所だけで支えよう左せず、地

① 域の資源を使って支援していますか? 2 7 2 11 

ニーズに応じて[通いJr訪問Jr宿泊Jが
② 妥当適切に提供されていますか? 9 3 12 

日々のかかわりや記録から本人の f変化J

③ に気づき、ミーティング等で共有すること 11 l 12 

ができていますか?

その 日・ その日寺の本人の状態・ニーズに合

@ わせて柔軟な支援ができていますかっ 10 2 12 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入するとと

.訪問診掠や訪問看護などとの連絡・連携を取っている0

.ご家族の都合で泊まりや通いの追加を行っている。

-状況に応じて「通しリ f訪問Jr泊まりjができており、訪問に対しては状況に応じて内容を考えている0
.ケアハウスの行事には参加できるよう利用時聞を調整しているn

-ご本人様の状態に合わせた支援の提供を行っている。

できていない点 1200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・ご本人様の思い(泊りたくない。逝いたくない等)に対応できていない。

-町内行事への参加ができていない。

-地域の町内行事への参加をご本人様やご家族様に確認したが、 不参加であった方もおられる0
.新型コロナウイルス感染|防止のため3月に予定していた地域貢献の企画が中止となった。

-地域の行事等への参加はなかなかできていない。

-地域資i原を使えていない。

次固までの具体的な改善計画 I (200字以内)
個別的な対応を職員全体で情報を共有し、協力して取り組む。又、家族の要望にも応えられるような試みを

行っていく。(例:自宅への閉じこもりの解消や入浴できない方への打開できるきっかけー作り等への働きか

けな.!-:')



事業所白己評価 ・ミーテイング‘様式 両司令抑制月 23 日伏)ー~1

6.連携・協働 竺l 8名

-前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

11人

前回の改善計画

浮柳町の健脚体操の方に対する地域貢献の回数を増やす。又、町内の秋祭りに施設として出!占を検討してい

く。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため今年2月より地域への積極的かかわりが行えていない。

-今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なん止か あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

その他のサ}ピス機関(医療機関、!JJ問看

① 談、福祉用具等の{也事業所)との会識を行 5 3 3 II 

っていますか?

自治体や地域包括支援センタ}との会議に

② 革主力Eしていますか? 4 3 4 II 

地域の各種機関・団体(自治会、 町内会、

③ 婦人会、消防団等)の活動やイベン トに参 1 7 3 11 

加していますか?

登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

④ が事業所を訪れますか? 4 6 2 12 

できている点 1
200字程度で、できていることと、 その理由を記入すること

.高齢者総合相談センターの会議にはケアマネが参加している。

-健脚体操への参加や地域府軍JJ(町内清掃)は行われている。

-学童やこども園との交流、小学校への雑巾寄贈、定例行事となっているものは継続できている。

・(認知症予防講話)地域貢献活動は1度開催できた。

できていない点 1200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

.事業所の敬老会に地域の方が参加されなかった。

-地域の方が訪ねることが殆どない。

-地域貢献の回数が増えていない。

-町内の秋祭りへの出庖も行う ことができなかった。

-相談センターから共同での地域貢献の提案もあるが、実施までには至っていない0
.事業所へ気楽に遊びに来て頂けるような取り組みができていない。

次固までの具体的な改善計画 1 (200字以内)

これまでのつながりや関係性が途切れないように連絡調整・情報交換等を行っていく。



事業所自己評価 ・ミーティング様式 両司令和2年 7月日 ω11: 00"-' 15 : 00 
7.運営 日 8名

-前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェッタ集計欄
あまり

できていない
合計(総人数)

前回の記長題について取り組めましたか?

5人 11人

前回の改善計画

3か月に l度のベースで活動検討会を開催していく。又、地域交流会や大きな行事を開催する場合には開催

の2か月前に話し合いの機会を設ける。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
3か月に I度のベースで開催する活動検討会は1回だけの開催となった。 理由としては話し合いの時間を設

定することが難しかった。地域交流会や大きな行事に関しての話し合いは予定通り 2か月前から話し合いが

できた。

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

事業所のあり方について、 l隊員として意見

① を言うことができていますか? 6 5 12 

利用者、家族 ・介護者からの意見や苦情を

② 運営に反映していますか? 10 2 12 

地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

③ ていますか? 8 3 12 

地域に必要とされる処点であるために、積

④ 極的に地域と協働した取組みを行っていま 1 11 12 

すか?

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

.月ごとの行事はしっかりと出来ている。

-苦情や意見に対しては、すぐに対応し、反映できていると思われる。

-地域交流会での餅つきではお手伝いとしてボランティアをお願いしたのは良かった。参加の意義がはっき

りとしていて話す機会も増えた。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

-地域交流会に関しては、こちらからの発信だけになっており、地域の方との協働には至っていない。

.地域に開かれた施設として地域交流のイベン卜を企画しても参加者が少ない。

-地域の方からのご意見を頂ける状態に至っていない。

次固までの具体的な改善計画 I (200字以内)
3か月に 1&のベースでの活動検討会の開催を継続する。その際、担当者が予定を決め、 15時のおやつの時

間帯に開供する。短時間でも各担当からの意見を職員全体に出来るだけ周知できるよう取り組む。又、地域

交流会などの大きな行事はこれまで通りに2か月前に話し合いの機会を設けることを継続する。



事業所自己評価・ ミーティング様式 両司令和2年7月川 伏)…~
8.質を向上するための取組み 竺l 8名

。前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

10人

前回の改善計画

2か月の l度のベースで危険予知ト レーニング‘を継続する。予め、勤務表に日程を組み込む。又、実施時間

帯は 15時のおやつの時間帯に開催し、 出来るだけ多くのスタッフが参加できるよう配慮する。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
危険予知トレーニング、は何度か行ったものの定期的な開催には至らず。予定も11愛味であったため実施に繋が

らなかった。

-今回の自己評価の状況

確認のためのチ:r.ック項目
よく なんとか あまり ほとんど

できている できている できていない できていない

① 
研修(職場内 ・職場外)を実施 ・参加して
います『か 6 4 2 

② 
資絡取得やスキノレアップのための研修に参

加できていますか 3 4 5 

③ 
地域連絡会に参加していますか

2 2 7 

④ 
りスクマネジメントに取組んでいますか

2 7 l 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

.① ・③ ・④には参加できている。

-個人的にリスクマネジメン トを行い、 他のスタップに発言している0
・勤務上、 研修参加が少ないが、 議事録を通じて確認している。

・外部の研修に参加することで視野を広げる機会となっている。

.職場内外の研修は行えている。

合計(総人数)

12 

12 

11 

10 

・ヒヤリハット ・事故報告を業務H誌に記入したり、 事故報告害を回覧するようになり情報共有や把握しや

すくなった。

・スキルアップの研修に参加させてもらい、祈動に活かすことができた。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

.危険予知トレーニングは行えていない。

-職場内研修には殆ど参加できていない。

・リスクマネジメントではヒヤリや事故報告書の活用があまりできていない。

.同じようなヒヤリが続いてもそれについて改善方法が話し合えていない。

次回までの具体的な改善計凶 I (2∞字以丙)
2か月に1度のベースでの危険予知トレーニングを継続する。時間帯は前回と同様、 15時のおやつの時間

帯に開催。又、前もって勤務表等に組み入れる。



事業所自己評価・ ミーティング様式 両司令和2年 7月川伏)14: 0日 :。
9.人権 ・プライパシー 日 8名

。前回の改善計画に対する取組み状況

例入チェック集計禰 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

10人

前回の改善計画

人権を尊重した関わり方をァーマにした研修会を開催する。(ローノレプレイなどの演習型にて互いに気づき

のjJを養ってして。又、不適切なケアや関わりに気付いたスタップはそのスタップに注意する。又、必要に

応じて管理者に報告し、 管理者より注意 ・指導 (OJT)を行う)

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
ロールプレイを用いた演習型の人権に関しての研修会の開催に至らず。開催に至らない理由としては、具体

的にどのような演習方法で行うのか、考えが歪らなかった。

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり Ileんど

合計{総人数)
できている できている できていない できてb、ない

身体拘束をしていない

① 4 日 12 

虐待は行われていない

② 7 5 12 

プフイパシーが守られている

③ 3 B 12 

必要な方に成年後見制度を活用している

@ 2 4 4 10 

適正な個人情報の管理ができている

@ 9 2 12 

できている点 1200宇程度で、できていることと、その理由を記入すること

・ケースなど、利用者様のプライパシ一等に気を付けている。

-不適e切であると感じた場合は、 その場で声がけ(注意)ができている。

-排世面で失敗が見られても他の方に気づかれないように速やかに対応している0
.不適切なケア・関わりと思った時は上司や同僚に相談 ・報告している。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

.スタッフの言葉遣いが悪い時や馬鹿にした言い方をする時がみられる。

・プライパシーや今でもトイレ ・便所・おしっこなど、他の方の前で芦がけするスタ ッフがいる。

・個人のことを話す場合、他の利用者様に聞こえている恐れがある。

-待ってもらう等の行動制限をかけてしまうことがある。

-トイレ誘導時、拒否が強く、大声をあけ?ているのが聞こえると不快に思われる方もあり、配慮が足りない

時がある。

-直接スタッフ本人に言えないことや、伝えられないこともある。

・不適切なケアや関わりに対して、注意することができないこと もある。

-言葉遣いが不適切だと感じる対応を円にしても見過ごしてしまっていること もある。

次同までの具体的な改奔計画 1 (200字以内)

研修担当を定め、担当職員が中心に前回と同様に演習を取り入れた人権に関しての研修を開催していく。

(最低でも 11日!の開催を実施)


